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１月１１日(日)午後１時から公民館において、平成２１年苫
前町成人式が行われた。今年の対象人数は、男性２０人、女性
２０人の計４０人で、この日は男女合わせて３２人が出席し、
成人へ新たな一歩を踏み出した。
式では、成人者たちがステージのスポットを浴び、｢大人と
して責任ある行動をしたい｣｢家族や出会った人たちに感謝しま
す｣などと、一言ずつ成人への抱負を述べながら登壇した。
式辞で岡田裕幹教育委員長は、「自分のために生きることは
もちろん、家族や地域のため、社会的役割をしっかり認識して
行動してほしい。大きく飛躍することができるかは、全て自分
の心の中にある。自分を信じて飛び出してほしい」と激励した。
続いて新成人を代表して、瀬川貴士さんと宮野菜緒さんが、

「両親をはじめ、多くの方々に心から感謝します。社会は今、
非常に厳しい状況であり、幾多の困難があると思うが、この町
で学び、育んだ精神で自分を磨き、乗り越えていきたい。成人
として、明日の郷土を築く担い手として、微力ながら苫前町の
発展のために努力します」と力強く宣誓を行った。
このあと森利男町長と星野恭司議会議長が、「日本の将来、
北海道の将来を見る目を持って、大きな気持ちを持ち責任と義
務を自覚し、目標を持って人生を歩んでほしい」｢厳しい時代
であるからこそ、積極的な社会参加と創造力が求められている。
また、環境時代とも言われるが、地球に暮らす者として、少し
の勇気と大きな信念が必要｣と期待を込め、祝辞を述べた。
意見発表では、成人者を代表して池田真之さんと久保由真さ
んが、「本日この思いを胸に、少しでも社会や北海道農業に貢
献できるよう、自分をみがいていきたい」、「２年間務めた今で
も勉強の毎日、途中で投げ出すことのないようにこれからも頑
張っていきたい」と２０歳の自覚と責任をかみしめた。
また、古丹別中学校時代の担任であった西山智章先生も駆け
つけ、｢今日は、きみたちの立派な姿を見て、とても感動して
いる。これからは、大人になったという自覚を持って、しっか
りと頑張ってほしい｣と、教え子たちが成人した喜びと期待を
込めて、お祝いの言葉を贈った。

成人宣誓をする瀬川貴士さん(左)と宮野菜緒さん(右)

意見発表（池田真之さん）

意見発表（久保由真さん）

式典後の記念撮影
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苫前救難所出初式
１月６日(火)14時から、日本水難救済会苫前救難所

（小野善市所長）所員１７人が苫前漁港岸壁で出初式
を行った。
式では、町長をはじめ町議会議員、留萌海上保安部、
漁協関係者などが見守るなか、港内に遭難船がいると
の想定で救命索（もやい銃）の発射訓練を実施。所員
が号令に合わせて目標水面に発射し、港内にごう音を
響かせた。
訓練終了後、北るもい漁協苫前支所会議室で屋内式
が行われ、黙祷に続き、３０年勤続の田中敏郎さん、
坂本武さんに海難防止の普及啓発と海難救助活動の功
績を讃え、北海道社会貢献賞が贈られた。
あいさつで小野所長は「１年を振り返って、苫前で
は事故が無かった。これからも事故の無いように関係
各位にお願いしたい」と呼びかけた。

苫前町消防団出初式
1月5日(月)10時30分から、北留萌消防組合苫前町
消防団（小倉哲志団長）の出初式が、消防署古丹別支
署前で行われた。
苫前、古丹別、力昼の各分団から５０人の団員が参加
し、新年の決意を新たに地域防災への士気を高めた。
屋外式では、人員点呼や人員報告に続いて小倉団長
や森利男町長、星野恭司議会議長、相澤博昭羽幌警察
署交通課長らが服装点検と閲団を行った。
このあと、全団員が団旗を先頭に消防車両を従えて
古丹別市街地を分列行進した。
公民館の屋内式では、永年勤続や優良団員の表彰が行
われ、森町長や来賓が「地域を災害や火災から守り、
町民の生命財産を保護し、安全安心のマチづくりに団
結してほしい」と激励した。

町と建設協会が業務協定に調印｢新しい自治のかたち｣の確立をめざして
町長が年頭の訓示

1月6日(火)9時から、役場大会議室において森町長が
仕事初めにあたり、職員ら約70人を前に年頭のあいさ
つと訓示を行った。
森町長は「産業活性化や財政、教育、医療など課題
は山積している。自治体自らの能力が問われる時代だ。
このような時代だからこそ、まちづくりは、住民１人
ひとりが、前向きに生きるという状況をつくることで
あると思っている。地域の元気は住民生活のバロメー
ター、ばらばらに生活しているように見えても、誰に
でも、まちづくりのためにできることがある。１人ひ
とりがそれに気づき、少し生活を変えることで町は動
く、10人に1人が変われば、大きく動く」と喚起し、
さらに「本町は豊かな自然と歴史、文化に恵まれ、素
晴らしい人材が暮らす潜在力と可能性があふれるま
ち。町民が総結集し『地域力』を高め、町の底力を上
げていくことが本町の将来
に不可欠だと確信している。
厳しい時代を迎えているが、
将来を見据え悔いの残らな
いよう町民が納得できる、
しっかりしたまちづくりを
進めたい」と述べ、職員や
町民の奮起を促した。

古
丹
別
支
署
前
で
消
防
団
員
の
閲
団
を
行
う

救
命
索
発
射
訓
練
の
様
子

協
定
書
に
署
名
し
握
手
を
交
わ
す

森
町
長
（
左
）
と
渡
部
会
長
（
右
）

年頭の仕事初めにあたり
訓示を行う森町長

12月29日(月)11時から、役場大会議室において町
と苫前建設協会(渡部一男会長)が「災害時における応
急対策業務に関する協定」の調印式を行った。
この協定は、12月初めに渡部会長から「災害発生時
の被害拡大防止と早期復旧を図るため、協力体制の整
備を行いたい」と提案があったもので、災害が発生し
た場合に「建設協会が主体となって住居などの崩壊に
伴う人命救助のための障害物撤去」「町や消防団など
の水防活動と連携した河川の水害防止のための応急作
業」「緊急を要する公共施設の応急復旧作業」などに
建設協会が協力することを盛り込んでいる。
調印式では、経過説明を行い、協定書の内容を読み
上げた後、森町長と渡部会長が協定書を取り交わした。
森町長は「協力体制はさらに万全となり、町民にと
っても心強い」と述べ、渡部会長も「経営環境は厳し
いが、地域の安全・安心が少しでも確保できるよう一
致団結したい」とあいさつした。
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商工会の抽選会大盛況

本を利用してやってみよう
「カップケーキみたいなキャンドルをつくろう！」

入学おめでとう！ 春にはピカピカ１年生

平成２１年度小学校入学予定者

1/7･8

商工会商業部会（檜森光夫部会長）が、去年12月5日
から今年1月5日までの期間で開催した「全町連合年末年
始謝恩大売り出し」の抽選会が、12月24日と1月6日の両
日、福祉センターと公民館で行われ、寿賞の1万円やふわ
っと賞など合計995本のあたりくじが用意された。
大売り出し期間中は、町内44の加盟店で買い物100円
毎にシール1枚がもらえ、シールを50枚貼った台紙1枚で
抽選が1回できる。外れても50円分のサービス利用券が
もらえる。
1月6日(火)10時から行われた抽選会には、開始と同時
に多くの人々が詰めかけ、新年の運試しとばかりにくじ
を引いていた。

お湯でろうそくを溶
かしクレヨンの粉で色
を付け、型に流します。
飾りを付けたら、き
れいなキャンドルがで
きました。

平成21年度の町内各小学校の新入学予定者は、苫前小
学校13名、古丹別小学校11名の計24名（平成21年1月1
日現在）となっております。
以下に記載された入学予定者
以外において、苫前町に在住
（転入）する該当者がおりまし
たら、お早めに町教育委員会管
理課学校教育係（164-2384）
までお申し出下さい。

◇苫前小学校（１３名）
高田佳歩（和彦）、名畑莉来（克則）、関野洋人（保）、
杉本大佑（武春）、伊藤芽々（慎吾）、鈴木椿（雅宏）、
芳賀郁斗（貴史）、小笠原瑠菜（伴実）、赤塚凌汰
（隆志）、茂木亮（進）、鈴木一真（義樹）、石井しずく
（修）、金子慎太郎（智広）

◇古丹別小学校（１１名）
柴田太一（雅紀）、瀬川永夢（大貴）、伊藤拳太朗（芳
史）、河端美桜（秀明）、林優汰（篤行）、工藤千翔星
（典緒）、前川未咲希（松夫）、鴨田佳尚（誠）、土田佳
澄（茂広）、神永杏花梨（正輝）、倉田空（浩司）

＊敬称略（ ）内は保護者名

子どもかるた大会 惜しくも全道大会逃す！
新春恒例となった苫前町子ども会育成連絡協議会（早
川日出利会長）主催の苫前町子どもかるた大会が、1月
11日(日)に公民館で開催された。
第18回目を迎えた同大会には、小学生低学年の部に３
チーム、小学校の部に３チーム、中学生の部に２チーム
の総勢24人が出場し優勝を競った。
近年の少子化でかるた競技人口が減るなか、今回は小
学１年生から出場できるように、部門を増やしての大会
となった。
また、1月18日(日)に羽幌町中央公民館で開催された第
29回留萌管内中部3町村子ども会かるた大会には、小学
生２チーム、中学生１チームが出場し、近年逃し続けて
いる優勝を目指し勝ち進んだが、善戦及ばず惜しくも全
道大会の切符を手中にできなかった。なお、各大会の結
果は次のとおり（敬称略）

第18回苫前町子どもかるた大会
◆小学生低学年の部
優勝・星チーム（本田愛珠、佐藤陽来、加賀谷悠衣）
２位・月チーム（石井涼菜、石井聡人、鈴木一真）
３位・古小１年生（西志尚、合田裕亮、倉田茉佑）
◆小学生の部
優勝・嵐チーム（長澤茉由佳、金子真彩、高田里帆）
２位・海チーム（五十嵐海渡、本田脩陽、鴨田祥宏）
３位・雪チーム（千田大貴、鴨田栞里、鈴木理久）
◆中学生の部
優勝・空チーム（五十嵐大空、鴨田将来、小林竜真）
２位・風チーム（小澤菜摘、川村巧、猪股祐哉）
第29回留萌館内中部3町村子ども会かるた大会
◆小学生の部
優勝・初山別Ｃ（３連覇） ２位・初山別B
３位・苫前町嵐（長澤茉由佳、五十嵐海渡、鴨田祥宏）
◆中学生の部
優勝・焼尻子供会（３連覇） ２位・初山別A
３位・苫前町（五十嵐大空、小林竜真、川村巧、鴨田将来）

中
部
３
町
村
大
会
で

白
熱
戦
を
展
開
す
る
苫
前
町
嵐
チ
ー
ム

公
民
館
会
場
で
賑
わ
う
抽
選
会
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一
月
十
日(
土)
に
北
る
も
い
漁
協

苫
前
支
所
連
合
部
会(

西
田
浩
部
会

長)

主
催
の
苫
前
漁
業
船
霊(

ふ
な
た

ま)

祭
が
、
同
漁
協
苫
前
支
所
会
議
室

で
行
わ
れ
、
苫
前
港
と
力
昼
港
の
漁

船
の
船
主
ら
が
、
今
年
の
海
上
の
安

全
と
豊
漁
を
祈
願
し
た
。

こ
の
日
は
七
十
人
の
船
主
の
う
ち

二
十
九
人
と
、
来
賓
と
し
て
森
利
男

町
長
、
星
野
恭
司
議
会
議
長
、
今
隆

北
る
も
い
漁
協
組
合
長
ら
十
六
人
が

出
席
し
た
。
関
宮
司
に
よ
る
祝
詞
に

続
き
、
出
席
者
が
次
々
と
祭
壇
に
玉

ぐ
し
を
さ
さ
げ
、
海
上
安
全
と
豊
漁

を
祈
願
し
た
。

あ
い
さ
つ
で
西
田
浩
部
会
長
は

「
北
る
も
い
漁
協
苫
前
支
所
と
し
て
５

年
が
経
過
し
、
昨
年
は
冷
蔵
庫
も
完

成
し
た
。
今
年
は
、
安
全
操
業
で
、

大
漁
と
な
る
よ
う
期
待
し
た
い
」
と

述
べ
た
。
ま
た
、
来
賓
の
森
町
長
が

「
苫
前
町
は
、
漁
業
、
農
業
が
と
て
も

良
い
状
況
で
、
一
次
産
業
の
基
盤
が

固
ま
り
つ
つ
あ
る
。
今
年
も
事
故
の

無
い
よ
う
お
願
い
し
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
を
行
っ
た
。

漁
協
苫
前
支
所
で
船
霊
祭

豊
漁
と
安
全
を
祈
願

一
月
二
十
日(

火)

に
古
丹
別
小
学

校
三
年
生
か
ら
六
年
生
の
四
十
三
人

が
、
学
社
融
合
事
業
で
「
書
き
初
め

体
験
」
を
行
っ
た
。

講
師
に
書
道
愛
好
会
の
齊
藤
芳
子

さ
ん(

古
丹
別)

を
迎
え
、
書
き
初
め

の
心
得
と
書
き
方
を
学
ん
だ
。

初
め
に
「
と
め
」
や
「
は
ら
い
」

な
ど
の
基
本
的
な
注
意
と
実
演
が
行

わ
れ
、
三
年
生
は
「
友
だ
ち
」、
四

年
生
「
美
し
い
朝
」、
五
年
生
「
世

界
の
国
」、
六
年
生
「
夢
を
育
て
る
」

を
一
文
字
ず
つ
練
習
し
た
。

斉
藤
さ
ん
は
「
上
手
に
書
く
た
め

に
は
、
ヘ
ソ
で
字
を
書
く
よ
う
に
す

る
と
よ
い
。一
番
長
い
横
の
棒
な
ど
、

字
の
特
長
を
つ
か
む
と
よ
い
。
お
手

本
を
よ
く
見
な
が
ら
書
よ
う
に
」
な

ど
、
細
か
な
指
導
を
丁
寧
に
行
っ
て

い
た
。

本
番
用
の
大
き
な
半
紙
を
前
に
子

ど
も
た
ち
は
、
緊
張
し
た
面
持
ち
で

書
き
初
め
に
挑
戦
し
て
い
た
。

古
小
で
新
年
の
書
き
初
め

手
打
ち
う
ど
ん
作
り
料
理
教
室

丁寧に書き初めを行う児童たち

一
月
十
九
日(

月)

に
公
民
館
の
調

理
室
で
成
人
講
座
「
手
打
ち
う
ど
ん

作
り
料
理
教
室
」
が
開
か
れ
、
三
十

代
か
ら
七
十
代
の
十
四
人
が
参
加
し

た
。長

島
・
香
川
地
区
の
女
性
グ
ル
ー

プ
「
み
ゆ
き
会
」
の
大
西
紀
子
さ
ん

と
安
藤
と
き
子
さ
ん
を
講
師
に
招

き
、
苫
前
町
産
の
小
麦
粉
（
春
よ
恋

い
）
を
使
っ
た
手
打
ち
う
ど
ん
に
挑

戦
し
た
。

参
加
者
は
、
小
麦
粉
に
塩
や
水
を

混
ぜ
、
し
っ
か
り
と
練
り
込
み
下
地

を
作
り
、
そ
の
あ
と
寝
か
せ
て
熟
成

を
促
進
。
次
い
で
の
し
棒
で
薄
広
く

伸
ば
し
、
四
角
形
に
「
角
出
し
」
し

て
包
丁
で
細
切
り
に
し
た
。
出
来
上

が
っ
た
手
打
ち
う
ど
ん
は
、
家
族
で

試
食
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
家
庭
に

持
ち
帰
っ
た
。

大
西
さ
ん
と
安
藤
さ
ん
は
、
自
分

た
ち
が
生
産
し
て
い
る
物
を
使
っ

て
、
農
閑
期
に
仲
間
と
料
理
の
工
夫

を
し
な
が
ら
試
食
を
し
て
、
楽
し
ん

で
い
る
と
い
う
。
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昨年11月に富良野市で開催された道北大会で、全道
大会の出場権を獲得した苫前パワーズの代表選手らが、
12月29日(月)に町長を表敬訪問し、大会への意気込み
を語った。
この日は、キャプテンの清水理緒奈さん(苫小６年)と
副キャプテンの山本侑奈さん(苫小６年)が「初めての全
道大会出場でうれしいです。一生懸命頑張ります」と、
出場への意気込みを話した。
また、「皆さんからたくさんの募金をいただき、大会
へ行けることなりました。どうもありがとうございま
した」と感謝の気持ちを伝えた。
1月10日から江別市で開催された第25回北海道小学
生バレーボール選抜優勝大会では、決勝トーナメント
へ勝ち進んだが、１回戦で優勝チームの岩見沢志文フ
ァルコンズと対戦し、善戦及ばす敗退したが、全道大
会で貴重な１勝を納めることができた経験は、チーム
や町のスポーツ振興などに大きな影響を与える結果と
なった。

苫前ジュニアバレーボールクラブ苫前パワーズ

全道大会出場で町長を表敬

1月26日(月)夜のとままえ落語会に出演の柳家さん喬
さん、柳亭左龍さん、お囃子の岡田あいさんが、13時
過ぎから苫前商業高校の体育館でアウトリーチ活動を
行った。
落語の鑑賞を通じて、日本の伝統芸術への関心を高
め、豊かな感性を育むことなどを目的に実施した。
あいにくこの日は、２、３年生がインフルエンザの
影響で欠席し、１年生35人の参加となったが、落語や
寄席などの説明をおもしろおかしく行い、お囃子で校
歌を斉唱するなど、プロならではの口調や演出で会場
を盛り上げていた。

1月28日(水)に第１回ふれあい倶楽部が、とままえ温
泉ふわっとにおいて開催され、町内から6団体32人が
参加した。
在宅高齢者介護予防普及事業として町社会福祉協議
会が企画し開催したもので、切り絵などの創作活動や、
いきいき体操で体力作りなどを行った。
創作活動の切り絵では、初めての人が多かったが、

コツがわかると２つ目３つ目と、楽しそうに作品を仕
上げていた。
昼食を挟み午後からは、講師に留萌市老人クラブ連
合会の渡辺正美会長を招き、折り紙やゲームなどの創
作活動を行った。最後は温泉に入り、たのしい一日と
なった。
参加者からは「次回も
楽しみです」と、期待の
声が上がっていた。

海外派遣事業に参加するため、昨年12月19日に役場
の森町長を表敬訪問した苫前商業高校１年生の久野茜
さんが、8日間のオーストラリア滞在を終えて帰国し、
1月23日(金)に再度森町長と伊藤教育長を表敬して、ホ
ームステイなどの感想を報告した。
冬休み期間中の1月7日から14日までの日程で、オー
ストラリアのクイーンズランド州ブリスベンでホーム
ステイをし、通学や観光を体験した。
町長にお土産を手渡した久野さんは、「建物や食べ物
が日本とは大分ちがった。学校内では日本語を禁止に
して、全て英語で話すことに決めていた。一度も日本
には電話をしなかった。ステイ先の家族との交流が楽
しかった」などと、終始笑顔で体験談を語った。
また、「英語のたくさんある環境に触れることができ
てよかった。これからももっと英語を頑張っていきた
い。現地との交流活動をしていきたいです」と、今後
の意欲を語った。
森町長は「今回の貴重な経験を生かし今後の自分の
ため、苫商にもよい影響を与えるように頑張ってくだ
さい」と激励した。

久野茜さんが留学から帰国苫商１年生
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柳家さん喬さん、柳亭左龍さん
苫前商業高校で高座

第1回 ふれあい倶楽部 開催

切り絵に挑戦

全道老人クラブ推薦の
いきいき体操



苫前町では、納税に不誠実な滞納者に対して行政サービス等の制限措置を講じる｢苫前町町税の滞納者に対
する特別措置に関する条例｣を施行いたします。

１．特別措置条例施行の目的
この条例は、町税を滞納することが納税義務の履行における町民の皆さんの公平感を阻害することを考
慮し、町税を滞納し、かつ、納税等について著しく誠実性を欠く者に対し、滞納を阻止するための制限措
置を講ずることにより、町税の徴収に対する町民の皆さんの信頼を確保することを目的としています。

２．条例の概要
①督促及び滞納処分
町税に係る督促及び滞納者の財産の差押え、換価、換価代金等の配当その他の滞納処分に関する手続を
厳正に執行します。
②質問及び検査
滞納処分のため滞納者の財産を調査する必要があるときは、その必要と認められる範囲内において、次
に掲げる者に質問し、又はその者の財産に関する帳簿書類を検査することができます。
（1）滞納者
（2）滞納者の財産を占有する第三者及びこれを占有していると認めるに足りる相当の理由がある第三者
（3）滞納者に対し債権若しくは債務があり、又は滞納者から財産を取得したと認めるに足りる相当の理
由がある者

（4）滞納者が株主又は出資者である法人
③滞納者に対する特別措置
ア．上記①の手続を行っても、なお、町税が滞納となっている場合において、その滞納となっている町
税の徴収の促進に必要があると認めるときは、他の法令、条例又は規則の定めに基づき行うものを除
くほか、町長が必要と認める行政サービスの停止、許認可の拒否等の制限措置を執ることができます。
イ．また、必要があると認めるときは、上記の行政サービスの停止等の措置と併せて滞納者の氏名、住
所その他必要と認める事項を公表することができます。

３．施行期日
この条例は、平成２１年４月１日から施行されます。

【問い合わせ先】総務財政課税務係　1６４－２２１３

広報とままえ　２月号　7頁


